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45回

 伊
是
名
村
戦
没
者
慰
霊
祭

新
区
長
紹
介
!!

組
織
の
力
で
中
小
企
業
を
活
性
化
！

歯
と
口
の
健
康
週
間
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サ
イ
バ
ー
教
室

〜
子
ど
も
の
携
帯
電
話
使
用
に
注
意
!!
〜

本
部
署
は
、近
年
増
加
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、対
策
や
注
意
を
啓
発
す

る
た
め
6
月
19
日（
木
）中
学
生
を
対
象
に
サ

イ
バ
ー
教
室
を
行
っ
た
。

特
に
、携
帯
電
話
を
使
用
し
た
犯
罪
は
後

を
絶
た
な
い
。中
学
生
以
下
の
携
帯
電
話
普

及
率
も
増
加
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、子
ど

も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、ど
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
の
か
を

も
と
に
、ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
な
の
か
が

説
明
さ
れ
た
。勧
誘
や
、架
空
請
求
な
ど
犯
罪

ケ
ー
ス
は
幅
広
い
。

使
う
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、与
え
る
保

護
者
も
適
正
に
使
用
し
て
い
る
の
か
確
認
を

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

漁協組合長に就任した仲田吉光さん
「平和の詩」を朗読する東江こころさん

沖
縄
戦
終
戦
日
の
6
月
23
日
、伊
是
名
村

慰
霊
塔
に
お
い
て
第
45
回
戦
没
者
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
た
。

終
戦
か
ら
69
年
が
経
っ
た
今
年
も
、先
の

大
戦
で
戦
没
さ
れ
た
御
霊
の
ご
冥
福
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、御
遺
族
は

じ
め
多
く
の
方
が
参
列
さ
れ
た
。

式
典
は
参
列
者
全
員
に
よ
る
黙
と
う
に
始

ま
り
、前
田
政
義
村
長
に
よ
る
式
辞
、前
川
清

村
議
会
議
長
の
追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ

た
。親
族
、小
中
学
校
代
表
に
よ
る
献
花
の
後

に
は
、「
平
和
の
詩
」を
小
学
校
児
童
代
表
の

東
江
こ
こ
ろ
さ
ん
、中
学
校
生
徒
代
表
の
諸

見
伊
音
く
ん
と
島
架
凜
さ
ん
が
朗
読
し
た
。

最
後
に
一
般
焼
香
が
行
わ
れ
、参
列
者
は
静
か

に
両
手
を
合
わ
せ
た
。

正
午
に
は
村
全
体
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る

た
め
、防
災
行
政
無
線
サ
イ
レ
ン
と
フ
ェ
リ
ー

ニ
ュ
ー
い
ぜ
な
汽
笛
が
村
内
一
斉
に
流
さ
れ

た
。

　
　
　

式　

辞

　

平
成
二
十
六
年
、
第
四
十
五
回
伊
是
名
村
戦
没
者
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
戦
没
者
の
御

霊
に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
は
、
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ
た
若
い
生
命
を
思
い
ま
す
と
き
、
痛
恨
極
ま
り
な
く
御
遺

族
の
ご
心
情
を
思
う
と
、
お
慰
め
申
す
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

我
が
沖
縄
県
は
、
去
る
大
戦
に
お
い
て
国
内
で
唯
一
、
一
般
住
民
を
も
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
地
上
戦
と

な
り
、
二
十
万
人
余
り
の
尊
い
生
命
と
か
け
が
え
の
な
い
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
も
軍
人
、
軍
属
、
一
般
人
四
百
三
十
三
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
こ
こ
慰
霊
塔
に
刻
銘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
悲
惨
な
体
験
か
ら
戦
争
の
愚
か
さ
、
平
和
の
大
切
さ
と
い
う
教
訓
を

学
び
、
戦
後
、
焼
け
野
原
か
ら
た
ち
あ
が
り
、
懸
命
に
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
構

築
に
努
め
る
こ
と
が
現
代
を
生
き
る
私
達
の
責
務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
尖
閣
諸
島
問
題
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
於
い
て
緊
張
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
が
私
達
県
民
は
、

諸
霊
の
崇
高
な
教
え
と
お
導
き
に
よ
っ
て
、
再
び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
を
堅
持
し
、
世

界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
め
ざ
し
、
不
断
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

終
わ
り
に
、
戦
後
六
十
九
年
の
年
月
を
経
て
、
今
な
お
変
わ
る
こ
と
の
な
い
戦
没
者
御
遺
族
各
位
の
深

い
悲
し
み
に
対
し
、
心
か
ら
ご
同
情
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
各
位
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日

伊
是
名
村
長　

 

前
田 

政
義

平
成
26
年
度（
第
62
回
）通
常
総
会

〜
伊
是
名
漁
業
協
同
組
合
〜

6
月
27
日（
金
）勢
理
客
公
民
館
に
お
い
て

伊
是
名
漁
業
協
同
組
合
の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

今
回
は
役
員
改
正
が
行
わ
れ
、7
名
の
理

事
は
す
べ
て
新
任
と
な
り
、組
合
長
に
は
仲
田

吉
光
さ
ん（
字
諸
見
）が
初
就
任
し
た
。

新
体
制
で
の
総
会
と
あ
っ
て
組
合
員
の
関

心
は
高
く
、組
合
員
の
殆
ど
が
出
席
す
る
な

か
で
議
事
は
進
め
ら
れ
、活
発
な
意
見
交
換

が
あ
り
組
合
と
し
て
の
今
後
の
方
針
が
確
認

さ
れ
た
。

仲
田
組
合
長
は「
漁
協
運
営
を
取
り
巻
く

諸
情
勢
は
大
変
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る

が
、漁
協
事
業
の
発
展
と
健
全
な
事
業
運
営
、

漁
業
所
得
向
上
に
専
心
努
力
し
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
た
。水
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
な
か
担
い
手
の
育
成
な
ど
の

施
策
を
進
め
、生
産
者
と
協
力
し
合
っ
て
水

産
振
興
に
取
り
組
む
決
意
を
表
し
た
。

一
足
早
い
梅
雨
明
け
宣
言
!?

6
月
中
旬
、仲
田
区
集
落
内
の
と
あ
る
場

所
で
、気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
浴
び
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ま
し
た
。こ
の
日
は

ま
だ
梅
雨
明
け
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、日

差
し
が
出
て
水
遊
び
に
は
絶
好
の
天
気
。子

ど
も
た
ち
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
を
掛
け

合
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
ば
ぁ
に
学
ぶ「
健
康
長
寿
」講
演

沖
縄
の
長
寿
を
支
え
て
き
た
長
寿
者
の
暮

ら
し
方
・
智
慧
を
学
ぶ
こ
と
で
、村
民
が
健
康

で
い
き
い
き
と
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
、長
寿
の

村
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
6
月
4
日（
水
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、医
学
博
士
・

平
良
一
彦
さ
ん（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
・
名
桜

大
学
非
常
勤
講
師
）に
よ
る
健
康
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。

「
な
ぜ
沖
縄
は
長
寿
だ
っ
た
の
か
」?
長
年

に
わ
た
る
長
寿
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
長
寿

の
智
慧
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。健
康
で

長
生
き
す
る
カ
ギ
は「
生
活
習
慣
と
食
事
、そ

し
て
運
動
」と
話
し
、本
村
の
特
定
健
診
で
6

割
が
肥
満
と
な
っ
て
い
る
事
へ
警
鐘
を
な
ら

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

参列者全員で黙とうがささげられた

「明日への希望」
　　　　　　　創作：伊是名中第六十七期生

白い雲、きれいな空、きれいな海
きれいなものや温かい人たちに
囲まれたこの島、沖縄、そして伊是名
誰もが自慢に思い、たくさんの伝統が残る
この島、沖縄、そして伊是名
六十九年前、唯一の地上戦がおこなわれた

六十九年前、沖縄は地獄だった
白い雲は、黒い雲へ
きれいな空は、灰色の空へ
きれいな海は、赤い色へ
戦争が沖縄の色を変えた

黒い雲から砲弾の雨が降り
地上では刀を振り回し
たくさんの人が亡くなった
自分の大切な人も失った
人を傷つけ、自分を傷つけ
人々は絶望した
明るい未来を夢見る人
今から未来を背負う人
みんなが戦争に巻き込まれた

人と人が傷つけあった悲しみ
人が人でなくなった悲しみ
大切な人を失った悲しみ
この戦争はたくさんの悲しみを生んだ

この沖縄で戦争があった
私たちは戦争を知らない
おじぃやおばぁから聞いた
学校で教えてもらった
戦争体験者の本当の悲しみを･･･

戦争は何から生まれるのだろう
戦争で何も解決はしない
しかし、今でも
どこかで戦争が起きている

戦争を生き延びた人たちがいるから
今の私たちがいる
戦争は止められる
戦争をなくすことができる
私たち人間の手で

人と人とが手をつなぎ
すべての人が心から笑いあえる
そんな世界をつくりたい
過去の悲しみを希望へ

戦争はもう起こさせない
戦争を忘れない
そんな未来をつくる
今、私たちの手で

ち 

え
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私
達
県
民
は
、

諸
霊
の
崇
高
な
教
え
と
お
導
き
に
よ
っ
て
、
再
び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
を
堅
持
し
、
世

界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を
め
ざ
し
、
不
断
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

終
わ
り
に
、
戦
後
六
十
九
年
の
年
月
を
経
て
、
今
な
お
変
わ
る
こ
と
の
な
い
戦
没
者
御
遺
族
各
位
の
深

い
悲
し
み
に
対
し
、
心
か
ら
ご
同
情
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
各
位
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日

伊
是
名
村
長　
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平
成
26
年
度（
第
62
回
）通
常
総
会

〜
伊
是
名
漁
業
協
同
組
合
〜

6
月
27
日（
金
）勢
理
客
公
民
館
に
お
い
て

伊
是
名
漁
業
協
同
組
合
の
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

今
回
は
役
員
改
正
が
行
わ
れ
、7
名
の
理

事
は
す
べ
て
新
任
と
な
り
、組
合
長
に
は
仲
田

吉
光
さ
ん（
字
諸
見
）が
初
就
任
し
た
。

新
体
制
で
の
総
会
と
あ
っ
て
組
合
員
の
関

心
は
高
く
、組
合
員
の
殆
ど
が
出
席
す
る
な

か
で
議
事
は
進
め
ら
れ
、活
発
な
意
見
交
換

が
あ
り
組
合
と
し
て
の
今
後
の
方
針
が
確
認

さ
れ
た
。

仲
田
組
合
長
は「
漁
協
運
営
を
取
り
巻
く

諸
情
勢
は
大
変
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る

が
、漁
協
事
業
の
発
展
と
健
全
な
事
業
運
営
、

漁
業
所
得
向
上
に
専
心
努
力
し
て
い
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
た
。水
産
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
な
か
担
い
手
の
育
成
な
ど
の

施
策
を
進
め
、生
産
者
と
協
力
し
合
っ
て
水

産
振
興
に
取
り
組
む
決
意
を
表
し
た
。

一
足
早
い
梅
雨
明
け
宣
言
!?

6
月
中
旬
、仲
田
区
集
落
内
の
と
あ
る
場

所
で
、気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
浴
び
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ま
し
た
。こ
の
日
は

ま
だ
梅
雨
明
け
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、日

差
し
が
出
て
水
遊
び
に
は
絶
好
の
天
気
。子

ど
も
た
ち
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
を
掛
け

合
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
ば
ぁ
に
学
ぶ「
健
康
長
寿
」講
演

沖
縄
の
長
寿
を
支
え
て
き
た
長
寿
者
の
暮

ら
し
方
・
智
慧
を
学
ぶ
こ
と
で
、村
民
が
健
康

で
い
き
い
き
と
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
、長
寿
の

村
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
6
月
4
日（
水
）

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、医
学
博
士
・

平
良
一
彦
さ
ん（
琉
球
大
学
名
誉
教
授
・
名
桜

大
学
非
常
勤
講
師
）に
よ
る
健
康
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。

「
な
ぜ
沖
縄
は
長
寿
だ
っ
た
の
か
」?
長
年

に
わ
た
る
長
寿
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
長
寿

の
智
慧
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。健
康
で

長
生
き
す
る
カ
ギ
は「
生
活
習
慣
と
食
事
、そ

し
て
運
動
」と
話
し
、本
村
の
特
定
健
診
で
6

割
が
肥
満
と
な
っ
て
い
る
事
へ
警
鐘
を
な
ら

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

参列者全員で黙とうがささげられた

「明日への希望」
　　　　　　　創作：伊是名中第六十七期生

白い雲、きれいな空、きれいな海
きれいなものや温かい人たちに
囲まれたこの島、沖縄、そして伊是名
誰もが自慢に思い、たくさんの伝統が残る
この島、沖縄、そして伊是名
六十九年前、唯一の地上戦がおこなわれた

六十九年前、沖縄は地獄だった
白い雲は、黒い雲へ
きれいな空は、灰色の空へ
きれいな海は、赤い色へ
戦争が沖縄の色を変えた

黒い雲から砲弾の雨が降り
地上では刀を振り回し
たくさんの人が亡くなった
自分の大切な人も失った
人を傷つけ、自分を傷つけ
人々は絶望した
明るい未来を夢見る人
今から未来を背負う人
みんなが戦争に巻き込まれた

人と人が傷つけあった悲しみ
人が人でなくなった悲しみ
大切な人を失った悲しみ
この戦争はたくさんの悲しみを生んだ

この沖縄で戦争があった
私たちは戦争を知らない
おじぃやおばぁから聞いた
学校で教えてもらった
戦争体験者の本当の悲しみを･･･

戦争は何から生まれるのだろう
戦争で何も解決はしない
しかし、今でも
どこかで戦争が起きている

戦争を生き延びた人たちがいるから
今の私たちがいる
戦争は止められる
戦争をなくすことができる
私たち人間の手で

人と人とが手をつなぎ
すべての人が心から笑いあえる
そんな世界をつくりたい
過去の悲しみを希望へ

戦争はもう起こさせない
戦争を忘れない
そんな未来をつくる
今、私たちの手で

ち 

え
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　排ガス対策や省燃費性能に優れた高性能エンジンに適した低粘度のオイル、ザーレンオイルを開発・販売し、環
境問題（燃費改善によるCO2排出削減等）に取り組む活動をしているザーレン（zahren）倶楽部が本村を訪れた際、
ボランティアで海岸清掃を６月21日（土）に行った。
　今回のボランティアではゴハ原（ごみ焼却場付近）海岸の漂着物の回収作業を行った。参加したのはザーレン倶
楽部の14名。海岸を見て漂着物の多さに「小さい島なのに漂着物が多いなぁ」と、驚きつつも作業を開始。短時間で
どんどんごみが集められた。回収後、「こんなにいろんな物が漂着するなんて、島の人は大変ですね。今回ボランティ
アできてよかったです。」と話した。これからも環境に優しいオイルの研究と、県内各地域のボランティア活動に取り
組むとのことです。

　6月7日（土）、8日（日）の二日間、名護市を主会場に中学校の総合体育大会が開催さ
れ、伊是名中学校の生徒達も男子サッカー、男女ソフトテニス、女子バレーの4種目に参
加し、熱戦を繰り広げた。

　区長の任期満了（5月31日まで）にともない、各字において
区長改選が行われた。5集落全てにおいて立候補が1人しかお
らず、無投票での選出となった。内花区は新人の末吉盛信氏が
区長となり、他4集落は再選となった。任期は平成26年6月1
日から平成28年5月31日迄です。

　6月中旬、各集落では区民の日と称して、様々な企画が公民館や
公園、グラウンドなどで催された。
　字諸見区ではミニ運動会が開催され、子どもからご年配の方々
まで多くの方が参加し、初夏の陽気のもと
でさわやかな汗を流し交流を深めていた。
また、仲田区や勢理客区では区民全世帯
を対象にしたお楽しみ抽選会もあり、これ
までとはひと味変わった区民の日となっ
たようです。

　一般社団法人沖縄俳優協会が主催する地方公演が6月からスタートした。第一弾は6月20日（金）伊是名村産業
支援センターで開催（後援：伊是名村、沖縄タイムス、他）され、島巡り伊是名公演と題して、時代人情歌劇「渡地物語
（わたんじものがたり）」が演じられた。
　台詞はすべて方言で演じられたが、舞台脇のスクリーンに翻訳文字が台詞に合わせて映し出され、方言が分からな
い方でも楽しんでもらえるように設定されていた。所々に気持ちを歌にした演出やアドリブなども入り、迫真の演技に
観客からは笑いと拍手がおこった。
　公演終了後、観客からは「今回の公
演はとても楽しかった。思いっきり笑え
て気持ちよかったさ。」と絶賛する言葉
が聞かれた。
　協会は今回の伊是名公演を皮切り
に、7月以降も本部町や金武町などで
公演を予定しているようです。

　6月3日（火）小学校では不審者訓練が行われた。学校内に、二人組の見知らぬ男が凶器を持って
現れる設定で始まった。先生方が犯人の気をひいている隙に、児童を安全な場所まで避難させる。
その後、男の先生方が二人組を囲む間に、通
報を受けた警察が駆けつけて犯人を取り押さ
えた。この訓練において児童、教員、警察の連
携が確認された。

　近年は全国的に子どもを対
象にした事件も多く、不審者
への対応も課題となっている
だけに、家庭や学校、地域間の
連携も求められている。

時代人情歌劇「渡地物語」

新区長紹介!!

区民
の日

さぁ～回収しましょう ザーレン倶楽部の皆さん

左から　山内 靖昭 伊是名区長（3期）仲田 正務 諸見区長（2期）儀間 善光 勢理客区長（4期）伊禮 正隆 仲田区長（5期）末吉 盛信 内花区長（初）

子どもの頃に戻ったように
大玉を転がした 老若男女混合となりプレーを楽しんだ

～ ～
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　今年のツール・ド・おきなわ大会は、11月8・9日に開催！！やんばる（沖縄県北部）で開催される大会
は、国際公認レースのチャンピオンレースを始め、市民レース部門、サイクリング部門、関連イベントなど
自転車の祭典として盛上がりを見せる。　

募集期間：8月1日（金）～9月30日（火）
日　　程：11月8日（土）～9日（日）
会　　場：名護市21世紀の森屋内運動場
大会参加お問い合わせ　TEL 0980‐43‐7455
URL www.tour-de-okinawa.jp

　平成26年6月4日～6月10日までは、歯と口の健康週間でした。村保健センターでは、「週間」の普及・
啓発の取り組みとして、今年は小学校4年生・5年生の協力により伊是名村歯科診療所のスロープ壁部
に壁画を作成しました。とてもすばらしい壁画ができまし
たので、村民のみなさん！歯や口腔の相談がありましたら
気軽に歯科診療所へおこ
し下さい。

　沖縄県は99%以上が中小企業で占められています。特に本県の場合、零細企業が多く厳しい経営
状況にある中小企業が多いのが実情です。一人一人の力は弱くても、他社と連携し組合を設立すること
で協同の力を持つことが出来れば、この厳しい状況を乗り越え、競争に打ち勝つことも可能です。また
近年は、学生や主婦等の個人が、創業や雇用機会の確保を目的として設立する企業組合制度も注目さ
れています。あなたも中小企業組合を設立してみませんか?

【主な組合設立のメリット】
①取引条件の改善、販売促進、資金調達の円滑化、情報・技術・人材・マーケティング等の充実、生産性
の向上等により経営の近代化・合理化を図ることが出来ます。
②沖縄県では中小企業組合のための県単融資制度(組織強化育成資金)を設けており、低利で融資を
受けることが出来ます。
③中小企業者の個々の意見や要望事項を組合でまとめることにより、国等の施策に反映させることが
出来るとともに、組合を通じてより多くの中小企業施策を利用することが可能になります。

　組合を設立したいと考えている方は、お気軽にご相談下さい。

　誰にでも何処にいても、人生において道を拓きたい時やつまずいたとき、トラブ
ルなどで悩むことはしばしば。離島の伊是名村でも悩みを抱えている方がいるの
ではないか。そのような方の声に応えるために、6月7日(土)琉球大学大学院法務
研究科(法科大学院)のグループ9名が本村を訪れ、無料法律相談を行った。
　この日は2時間という限られた時間の相談所開設となったが、4件の相談があっ
たという。相談にあたった教授や弁護士は、一般の方でもわかりやすいようにひ
とつひとつ時間をかけて説明

をされたようです。
　今回の無料相談を行ったことをふまえ、“法律を
少しでも理解すると今後の対応や世界観が変わる
こともある”ということをもっとPRしていくことを
認識した。教授のひとりは「また機会があれば、ぜ
ひ伊是名で法律相談を行いたい。できれば、一年に
1回は行えるようにしていきたい。」と継続的な相
談所開設に前向きだった。

沖縄県中小企業団体中央会
那覇市字上之屋303番地8

TEL098-860-2525 FAX098-863-2526
http//www.ocnet.or.jp

　毎年、「海の日」を中心に7月1日から8月31日まで
の2ヶ月間を青い羽根募金強調月間として運動を展開
しています。
　この募金は、沿岸海域において、船舶海難、磯釣り・海水
浴等での海浜事故が発生した際の人命救助、及びその訓
練、機材の購入等に活用されています。村民の皆様のご協
力をよろしくお願いいたします。

公益社団法人琉球水難救済会
那覇市泊3－1－6 泊港北岸3F
☎098-868-5940

金融機関:郵便局
口座番号:01780-5-46048
口座名義:公益社団法人琉球水難救済会

募金の振込先

募金先・お問い合わせ

infomation情報コーナー
組織の力で中小企業を活性化！～中小企業組合制度について～お知ら
せ

弁護士による法律相談

お知ら
せ第26回「ツール・ド・おきなわ2014」～熱帯の花となれ 風となれ～ 募集開始

歯と口の健康週間

「青い羽根募金」について
名嘉 正太・屋良 ひろな
平成 26 年 6月 16 日入籍
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888月７77 月上旬の行事予定

・小中学校1学期終業式
・仲田区ウンナー
・沖縄スーパードリフト伊是名島大会
・諸見区ウンナー
・海の日
・伊是名区ウンナー
・旧七夕
・旧盆(ウンケー)
・旧盆(ウークイ)

～

相談に答える法務研究科のグループ



7 6平成26年7月号
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